
よい会社をつくろう。よい経営者になろう。よい経営環境をつくろう。
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特集
初秋の風景

自立型企業づくり21世紀型

株式会社 花田設備 代表取締役

自立型企業への道は「まず行動」の精神

第 22 回福岡県中小企業経営者フォーラム

フォーラム実行委員奮闘記
フォーラムが完成するまで

花
は な

田
だ

　博
ひ ろ

道
み ち

氏
南支部

法改正にビジネスチャンスを見た



今
月
の

表
紙

フォーラム実行委員奮闘記

21世紀型 企業づくり

法改正にビジネスチャンスを見た
株式会社 花田設備

第73 回景況調査　結果レポート

物づくり・人づくり・地域づくり
電子ブックの可能性に挑む
株式会社 梓

あずさ

書院

ようこそ同友会へ

中同協第42 回定時総会

9月行事案内

自社サービス. 新規事業
株式会社 紀之国屋

名誉会員の称号を頂いて
　　　　　博多支部　大

おお

森
もり

　奨
すすむ

第４回理事会報告
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2010 September 9 Vol.530DOYU同友会
３つの目的

よい会社をつくろう

よい経営者になろう

よい経営環境をつくろう

同友会は、ひろく会員の経験と知識を交流して企業の
自主的近代化と強靭な経営体質をつくることをめざし
ます。

同友会は、中小企業家が自主的な努力によって、相互に
資質を高め、知識を吸収し、これからの経営者に要求さ
れる総合的な能力を身につけることをめざします。

同友会は、他の中小企業団体とも提携して、中小企業を
とりまく社会・経済・政治的な環境を改善し、中小企業
の経営を守り安定させ、日本経済の自主的・平和的な繁
栄をめざします。

c o n t e n t s

（株）キャパ九州

内
う つ み

海 敬
けい

一
いち

氏

なんばショット倶楽部

初秋の風景うきは「つづら棚田」

3

6

9

10

11

12

15

特
集

3

（南支部） 14

CO2 削減・環境経営 はじめの一歩

代表取締役社長

来春1月（平成23年）より、表紙の写真を公募いたします。
テーマは「九州の四季」です。
発刊月の季節感あふれる写真をお寄せください。
締め切り…平成23年1月号は10月3１日必着　
投稿方法…電子メール、郵送いずれも可
　　　　　表題に「みんなの広場」とご記載ください。
郵 送 先…福岡県中小企業家同友会 広報情報室 「月刊同友」編集部
　　　　　〒812-0046 福岡市博多区吉塚本町9番15号
　　　　　　もしくは n_ooba@fukuoka.doyu.jp まで
※応募が多数の場合は編集委員会で選考いたします。なお、投稿
　いただいた作品は返却いたしませんので、ご了承ください。

11

14あなたの写真で表紙を飾りませんか！

月刊同友の表紙は平成9年より、南支部の文化活動
「なんばショット倶楽部」に支えられて参りました。
永きにわたってのご協力に心より敬意と感謝を申し上げます。

広報情報室　室長　貞池 龍彦

Do Yu Eco（同友エコ）とは…。
地球環境の深刻な悪化と、それに伴う環境への取り組みが企業へ求められる
時代となった今、地球温暖化に拍車をかける二酸化炭素（CO2）の排出量削
減と環境経営への自社独自の取り組みを全国の会員が各地同友会でエント
リーし、先進事例に学び、互いに切磋琢磨しながら挑戦していこうというもの
です。福岡同友会でも多くの会員の皆様にエントリーして頂き、自然にも人間
にもやさしい持続可能な新たな経済社会の構築を目指しましょう。なお、優秀
企業は、中同協全国総会にて表彰されるとともに、最優秀企業は全国総会に招
待されます。

全国の同友会・会員がエントリーして挑戦する
同友（Do Yu Eco）へのお誘い

引き続き2010年度もエントリー企業を募集しています エントリー方法： 
事務局までご連絡下さい。
事務局より、応募用紙（データ入力ファイル
など）をお送り致します。
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今
年
も
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

10
月
26
日
（
火
）
ヒ
ル
ト
ン
福
岡

シ
ー
ホ
ー
ク
に
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
特
集
で
は
実
行
委
員

会
の
奮
闘
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

み
ま
し
た
。

今
年
の
コ
ン
セ
プ
ト

　

林
田
達
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
長
が

担
当
し
て
4
回
目
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
迎
え
ま
す
。
過
去
3
回
は
『
委

員
会
主
導
型
（
同
友
会
で
活
躍
す

る
委
員
会
を
紹
介
し
た
）』、『
会

員
増
強
型
（
日
本
経
済
新
聞
に
全

面
広
告
を
出
す
な
ど
波
紋
を
呼
ん

だ
）』、『
危
機
突
破
型
（
未
曾
有

の
不
況
を
も
っ
と
必
死
に
な
っ
て

乗
り
越
え
よ
う
と
呼
び
か
け
た
）』

と
、
そ
れ
ぞ
れ
理
念
が
あ
り
ま
し

た
。

特
集

第
22
回
福
岡
県
中
小
企
業
経
営
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
奮
闘
記

毎月１回の実行委員会、支部選出、県委員会、
本部などの実行委員の皆さん約40名によ
る熱いブレーンストーミング。

第 1分科会報告者、小出社長（左）と
静岡県小富士市にて林田委員長、田浦座
長と打ち合わせ

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
奮
闘
記

集
特

F u k u o k a  S m a l l  B u s i n e s s  F o r u m

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
完
成
す
る
ま
で
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今
年
の
取
り
組
み
は
早
く
も

2
月
に
始
動
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
の
県
の
方
針
は
『
大

不
況
に
負
け
な
い
企
業
づ
く
り
〜

人
を
生
か
す
経
営
力
。
問
う
、
守

る
、
つ
な
ぐ
〜
。
こ
れ
は
立
教
大

学
・
山
口
義
行
教
授
の
持
論
「
中

小
企
業
の
経
営
者
は
『
革
新
と
創

造
の
担
い
手
』」
を
受
け
た
も
の

で
す
。
こ
の
県
の
方
針
と
連
動
さ

せ
る
べ
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
委
員
会
で

は
正
副
代
表
理
事
と
の
打
ち
合
わ

せ
の
う
え
、
今
年
の
テ
ー
マ
を
次

の
よ
う
に
し
ま
し
た
。『
今
、
危

機
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
時　

自

己
に
問
う
、
企
業
を
守
る
、
明
日

の
発
展
に
つ
な
ぐ
』。

　
「
中
小
企
業
経
営
者
は
、
今
何

を
す
べ
き
か
を
自
己
に
『
問
う
』

こ
と
、時
代
に
負
け
ず
企
業
を『
守

り
』
通
す
こ
と
、
自
立
型
企
業
と

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
力
「
つ
な

ぐ
」
能
力
に
優
れ
て
い
る
企
業
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
学
ぶ
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
す
。
内
容
も
そ
れ
に
沿
っ
て

企
画
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
林
田
委

員
長
は
力
強
く
語
り
ま
す
。

実
行
委
員
会
の
取
り
組
み

　

第
1
回
実
行
委
員
会
は
2
月
5

日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
年

の
反
省
点
を
確
認
後
、
今
年
の

テ
ー
マ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
支
部

か
ら
の
委
員
が
選
出
さ
れ
、
各
委

員
会
に
も
委
員
選
出
を
依
頼
。
企

画
案
の
作
成
に
取
り
掛
か
り
ま
し

た
。

　

3
月
に
入
り
理
事
会
で
企
画
案

が
承
認
さ
れ
る
と
、
会
員
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
べ
く
会
員
か
ら
広
く

報
告
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
テ
ー
マ
に
合
致
し
た
報
告
者

が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
。

　

日
々
の
経
営
課
題
で
あ
る
「
経

営
指
針
書
作
成
」「
企
業
革
新
」「
中

小
企
業
憲
章
」「
社
員
教
育
」「
国

際
交
流
」「
産
学
官
連
携
」「
地
球

環
境
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
」

の
項
目
で
人
選
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

4
月
以
降
、
候
補
者
に
は
担
当

委
員
が
交
渉
に
当
た
り
ま
す
。
対

象
は
全
国
に
及
び
、
担
当
者
は
直

接
訪
問
し
て
い
き
ま
し
た
。
分
科

会
報
告
者
に
は
山
口
教
授
の
門
下

生
「
知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
㈱

イ
ド
ム
小
出
宗
昭
社
長
を
始
め
、

行
う
予
定
で
す
。

　

も
う
1
つ
の
目
玉
と
し
て
基
調

講
演
に
は
、
法
政
大
学
・
坂
本
光

司
教
授
の
著
書
「
日
本
で
い
ち
ば

ん
大
切
に
し
た
い
会
社
」
で
紹
介

さ
れ
た
日
本
理
化
学
工
業
㈱
の
大

山
泰
弘
会
長
が
決
定
し
ま
し
た
。

増
強
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
増
強
本

部
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
て

い
ま
す
。
参
加
目
標
は
１
０
０
０

名
で
す
。
増
強
本
部
か
ら
も
出
向

し
て
も
ら
い
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り

綿
密
な
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
ま

す
。
各
支
部
で
は
3
ヶ
月
前
か
ら

「
知
る
会
」や「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
」

を
通
し
て
ゲ
ス
ト
や
新
会
員
が

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
に
繋
が
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
名
義
後
援
・
マ

ス
コ
ミ
協
力
も
続
々
取
り
付
け
、

こ
の
頃
に
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
完

宗統括副委員長を中心に三役の皆さん

第2分科会報告者、加藤会長（前列左）と
別府にて打ち合わせ。
林田委員長（前列右）、向井部会長（後列左）、
穂坂副部会長（後列右）

増強本部から出向してもらって
いるゲスト参加促進の平田副委員長

ご
好
意
あ
る
ご
返
事
に
漕
ぎ
着
け

ま
し
た
。
事
務
局
も
情
報
の
提
供

や
直
接
の
交
渉
に
当
た
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
事
務
局
の
力
強
い

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
林
田
委
員
長
は

感
謝
の
意
を
表
し
て
い
ま
す
。
報

告
者
・
講
師
に
も
実
行
委
員
会
よ

り
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
今
回
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
説
明
書
が
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
分
科
会
は
県
委
員

会
・
本
部
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
的
内
容
を
受
け
持
ち
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
全
体
が
幅
広
い
奥
行
き
の
あ

る
学
び
が
で
き
る
「
探
究
の
場
」

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の

第
12
分
科
会
」
で
は
昨
年
好
評

だ
っ
た
「
ビ
ジ
ネ
ス
ニ
ュ
ー
ス

テ
ー
ジ
」
を
実
施
し
ま
す
。
出
展

会
員
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
知
恵
の
輪
の
会
」
と
称
し
て
、

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
交
流
を

好きな分科会
に

参加して
いいんですョ

岩永実行委員

F u k u o k a  S m a l l  B u s i n e s s  F o r u m
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「
自
社
の
強
み
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し

て
い
く
こ
と
を
会
員
さ
ん
と
も
に

学
び
た
い
で
す
ね
」（
田
浦
通
第

１
分
科
会
座
長
）。「
自
分
の
心
に

問
い
、
自
分
の
心
に
描
い
た
絵
を

社
員
に
伝
え
た
い
、
そ
し
て
会
員

さ
ん
に
も
伝
え
た
い
で
す
」（
辻

塚
さ
お
り
さ
ん
・
第
８
分
科
会
報

告
者
）。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
携

わ
る
ス
タ
ッ
フ
会
員
も
ま
た
『
学

び
』
が
多
い
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
県
の
方

針
に
連
動
し
具
体
的
に
『
学
び
』

に
落
と
し
込
ん
だ
『
会
員
の
た
め

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
で
す
。
一
人
で

も
多
く
の
会
員
さ
ん
が
参
加
し
仲

間
が
増
え
、
学
び
合
い
そ
し
て
そ

の
学
び
を
実
践
す
る
こ
と
で
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
「
完
成
」
す
る
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
実
行

委
員
の
皆
さ
ん
が
そ
の
意
気
込
み

で
約
1
年
間
に
及
び
奮
闘
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

尚
、
今
回
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
月
刊
同
友
2
0
1
1
年
2
月

号
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
特
集
」
で
報
告

さ
れ
る
予
定
で
す
。

成
し
、
有
効
利
用
さ
れ
る
よ
う
各

ル
ー
ト
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

座
長
の
選
出

　

今
回
の
特
徴
と
し
て
、
各
分
科

会
の
座
長
に
は
経
験
豊
か
で
洗
練

さ
れ
た
人
材
を
抜
擢
し
ま
し
た
。

林
田
流
の
表
現
で
「
人
寄
せ
パ
ン

ダ
的
か
つ
魅
力
的
な
人
物
ば
か
り

で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
す
。
ど
う
や
ら
別
の
意
図
も
あ

る
よ
う
で
す
。
参
加
者
に
テ
ー
マ

を
う
ま
く
落
と
し
こ
め
ら
れ
る
か

ど
う
か
は
、
ま
さ
に
座
長
の
力
量

に
掛
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
打
ち

合
わ
せ
や
プ
レ
例
会
、
各
地
区
会

ご
と
で
の
グ
ル
ー
プ
長
研
修
で
熱

が
こ
も
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
実
行
委
員
も
目
が
回
る
忙
し

さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
日
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
報
告
概
要
、
グ

ル
ー
プ
討
論
テ
ー
マ
な
ど
を
ま
と

め
た
分
科
会
ノ
ー
ト
も
着
々
と
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
促
進
活
動

　

担
当
実
行
委
員
は
各
支
部
に
出

向
き
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
う

な
ど
フ
ォ
ー
ラ
ム
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

と
称
し
て
Ｐ
Ｒ
デ
モ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
参

加
者
積
上
表
を
作
成
し
て
進
捗
状

況
を
随
時
確
認
し
て
い
ま
す
。
昨

年
の
成
功
事
例
を
聞
く
と
、
担
当

者
だ
け
で
な
く
支
部
を
構
成
し
て

い
る
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
協
力
を
得

て
い
る
支
部
で
の
動
員
が
多
い
よ

う
で
す
。
目
標
か
ら
逆
算
し
て
到

達
日
も
設
定
し
て
い
ま
し
た
。「
例

年
よ
り
も
１
ヶ
月
早
い
の
で
皆
さ

ん
の
早
め
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
は
参
加
促
進
担
当
の
柿
元

一
徳
副
委
員
長
で
す
。

　

も
う
一
つ
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

は
交
流
会
。
内
容
は
今
の
と
こ
ろ

シ
ー
ク
レ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、「
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ふ
さ
わ

し
い
出
し
物
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
」
と
担

当
の
竹
内
太
平
副
委
員
長
は
話
し

て
い
ま
す
。

取
材
を
通
し
て

こ
の
取
材
を
通
し
て
、
実
行
委
員

会
の
東
奔
西
走
振
り
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。「
実
行
委
員
も
そ
れ

ぞ
れ
の
分
科
会
の
学
び
が
得
ら
れ

る
」（
向
井
徹
分
科
会
部
会
長
）。

各支部へのプレゼンテーションキャラバンで説明中の
柿元（左）・竹内副委員長（右）

第３、第４分科会担当の県南地区の委員の皆さん

第 2、第 12分科会担当
の筑豊地区、北九州地
区の委員たち

特
集

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
奮
闘
記

■
取
材
…
広
報
情
報
室

■
文
章
…
菅す
が

原わ
ら　

弘ひ
ろ
し　

■
写
真
…
事
務
局
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会
社
概
要

　
「
ウ
チ
は
水
道
屋
さ
ん
で
す
」

と
切
り
出
し
た
の
は
、
㈱
花
田
設

備
専
務
取
締
役
の
花
田
博
道
さ
ん

で
す
。「
大
き
く
分
類
す
れ
ば
、

建
設
業
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の
中

で
、
管
工
事
業
・
水
道
施
設
業
・

消
防
設
備
業
の
許
認
可
を
収
得
し

て
、
官
公
庁
や
建
築
業
者
を
主
体

に
配
管
業
務
を
し
て
い
ま
す
」。

　

業
界
の
現
状
は
「
お
先
真
っ

暗
」。
官
公
庁
は
慢
性
的
な
財
政

難
で
公
共
工
事
は
削
減
の
一
途
、

片
や
民
間
は
価
格
競
争
に
デ
フ
レ

が
追
い
打
ち
を
掛
け
、
一
層
厳
し

自
立
型
企
業
へ
の
道
は
「
ま
ず
行
動
」
の
精
神

株式会社 花田設備
専務取締役

花
は な

田
だ

　博
ひ ろ

道
み ち

氏
南支部

い
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
っ
て
、
水
道
屋
さ
ん
の

仕
事
じ
ゃ
な
い
か
な
？

　
「
こ
の
ま
ま
で
は
会
社
の
存
続

は
危
う
い
」。
日
頃
『
下
請
け
』

と
な
っ
て
い
る
水
道
屋
さ
ん
・
電

■取材　広報情報室
　文章　菅

すが

原
わら

  弘
ひろし

　写真　舩
ふな

木
き

  治
おさむ

　
『
脱
下
請
け
』
を
目
指
し
中
小
企
業
の
異
業
種
11
社
で
「
水
道
防
災
協
同
組
合
」
を
立
ち
上
げ
、

新
事
業
に
取
り
組
ん
だ
㈱
花
田
設
備
。そ
こ
で
は
同
友
会
で
培
っ
た
学
び
が
活
か
さ
れ
る
の
で
し
た
。

21
世
紀
型

自
立
型
企
業
づ
く
り

法
改
正
に

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
た
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気
屋
さ
ん
・
大
工
さ
ん
等
が
集
ま

り
、
何
か
特
徴
の
あ
る
施
工
技
術

を
習
得
し
て
差
別
化
し
な
け
れ
ば

生
き
残
れ
な
い
と
情
報
交
換
を
し

て
い
ま
し
た
。『
下
請
け
』
か
ら

の
脱
却
は
共
通
し
た
認
識
で
し

た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
長
崎
県
大
村
の

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
火
災
が
話
題
に

な
り
ま
し
た
。（
平
成
18
年
1
月

8
日
未
明
認
知
症
の
高
齢
介
護
施

設
か
ら
出
火
、
7
名
の
犠
牲
者
が

出
た
）こ
の
事
態
を
受
け
行
政
は
、

法
改
正
し
水
道
連
結
型
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
を
認
め
る
方
向
性
を
打
ち

出
し
た
の
で
し
た
。「
そ
れ
っ
て

水
道
屋
さ
ん
の
仕
事
じ
ゃ
な
い
か

な
！
」。
花
田
さ
ん
た
ち
は
ピ
ン

と
来
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

組
合
の
立
ち
上
げ

　

早
速
・
花
田
さ
ん
た
ち
は
、
組

合
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
一
致
し

ま
し
た
。
そ
の
名
は
『
水
道
防
災

協
同
組
合
』「
し
か
し
そ
こ
か
ら

が
大
変
で
し
た
」
と
花
田
さ
ん
は

振
り
返
り
ま
す
。
資
本
力
の
小
さ

な
中
小
企
業
の
社
長
の
集
ま
り
、

金
が
な
い
の
に
口
数
は
多
く
。「
ま

さ
に
俺
が
俺
が
・
・
・
の
世
界
で

全
然
話
が
前
に
進
み
ま
せ
ん
で
し

た
」。
組
合
を
組
織
化
す
る
中
で

指
導
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
同
友

会
南
支
部
の
松
崎
一
海
さ
ん
で
し

た
。「
同
友
会
は
、
知
り
合
い
・

学
び
合
い
・
助
け
合
い
」
と
言
わ

れ
る
様
に
、
こ
の
時
の
異
業
種
の

方
の
助
言
や
ご
指
導
は
ほ
ん
と
に

助
か
り
ま
し
た
と
花
田
さ
ん
。
松

21
世
紀
型

自
立
型
企
業
づ
く
り

株式会社 花田設備
創業／1953年1月
資本金／2,000万円
年商／2億5,000万円
従業員／社員6名、パート2名
住所／福岡市中央区春吉３-25-18
TEL 092-761-2172
FAX 092-712-5586

corporate data

崎
さ
ん
に
は
特
許
の
申
請
で
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
頃
が
本
当
の
組
合
の
ス
タ
ー
ト

で
、
以
前
こ
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

の
構
想
を
大
手
メ
ー
カ
ー
の
社
員

に
話
し
て
お
り
、
そ
れ
は
素
晴
ら

し
い
発
案
だ
、
代
わ
り
に
我
社
の

専
門
部
署
で
特
許
を
取
っ
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
話

が
進
ん
で
い
ま
し
た
。「
危
う
く

こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
全
部
持
っ
て

い
か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
」。

特
定
施
設
･
水
道
連
結
型

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備

　

平
成
21
年
4
月
に
特
定
施
設
に

対
し
法
改
正
さ
れ
ま
し
た
。（
新

た
に
1
0
0
0
㎡
〜
2
7
5
㎡
設

置
義
務
）

　

従
来
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は
、

天
井
に
設
置
さ
れ
た
ヘ
ッ
ド
が
72

度
で
自
動
的
に
水
が
噴
射
さ
れ
ま

す
。
1
0
0
0
㎡
以
上
の
建
物
に

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
生

活
用
水
と
は
別
に
、
タ
ン
ク
・
ポ

ン
プ
・
自
家
発
電
装
置
及
び
専

用
の
配
管
が
必
要
と
な
り
、
か

な
り
の
経
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
理
由
で
施
設
の
面
積
を

1
0
0
0
㎡
未
満
に
抑
え
る
と
い

う
の
が
現
状
で
し
た
。
前
述
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
例
外
で
は
な

く
、
実
際
の
火
災
は
そ
う
い
う
施

設
で
多
く
発
生
し
て
い
る
の
も
ま

た
事
実
で
し
た
。

　

先
の
火
災
を
重
く
見
た
行
政
は

簡
易
で
安
価
な
消
火
設
備
の
導
入

を
可
能
に
す
る
法
改
正
を
推
進
し

た
。
消
防
庁
（
総
務
省
）
と
水
道

施
設
（
厚
生
労
働
省
）
と
普
段
は

縦
割
り
行
政
で
の
管
轄
外
が
垣
根

を
越
え
て
連
携
し
た
珍
し
い
ケ
ー

ス
で
、
具
体
的
に
は
、
水
道
本

管
（
水
道
圧
と
水
源
）
を
利
用
し

た
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
す
。
こ
れ

が
可
能
に
な
れ
ば
、
ポ
ン
プ
・
タ

ン
ク
、
そ
の
た
め
の
敷
地
が
不
要

で
費
用
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
配
管
も
生
活
用
水
と

共
有
で
あ
れ
ば
工
事
も
簡
易
に
で

き
ま
す
。
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立
ち
は
だ
か
る
課
題
の
解
決

こ
そ
「
質
の
高
い
価
値
あ
る

商
品
」
を
生
む

　

し
か
し
課
題
が
な
か
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
衛
生

面
で
す
。
水
道
水
を
利
用
す
る
場

合
、
水
が
停
滞
し
て
は
絶
対
に
い

け
ま
せ
ん
。
万
一
断
水
し
た
ら
他

の
蛇
口
に
逆
流
す
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。次
に
騒
音
で
す
。天
井（
裏
）

に
配
管
を
這
わ
せ
る
と
、
ど
こ
か

の
蛇
口
を
閉
め
た
際
に
「
ウ
ォ
ー

タ
ー
ハ
ン
マ
ー
」
と
言
わ
れ
る
衝

撃
音
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た
長
年

使
用
す
る
と
老
朽
化
し
て
天
井
か

ら
漏
水
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

　

花
田
さ
ん
た
ち
は
ま
ず
行
動
す

る
と
い
う
精
神
で
、
東
京
虎
ノ
門

の
消
防
庁
を
訪
ね
て
（
水
道
防
災

協
同
）
組
合
で
開
発
し
た
新
し
い

タ
イ
プ
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
シ
ス

テ
ム（
乾
式
）『
防
災
弁
ユ
ニ
ッ
ト
』

の
認
可
収
得
の
た
め　

何
度
も
実

証
実
験
を
重
ね
な
が
ら
こ
れ
ら
の

課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
課
題
を
ク
リ
ア
し
た
の

が
『
防
災
弁
ユ
ニ
ッ
ト
乾
式
』
と

言
わ
れ
る
工
法
で
す
。従
来
は『
湿

式
設
備
』
と
言
わ
れ
配
管
の
中
は

常
に
生
活
用
水
が
充
た
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
対
し
『
乾
式
』
は

通
常
は
配
管
内
は
空
で
、
火
災
感

知
器
が
感
知
し
た
際
に
水
が
充
た

さ
れ
ヘ
ッ
ド
が
作
動
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
消
防
庁
の
検
証
の
結

果
、『
湿
式
』
と
同
等
で
あ
る
。

火
災
の
初
期
抑
制
に
役
立
ち
、
避

難
す
る
時
間
を
稼
ぐ
に
有
効
で
あ

る
と
の
お
墨
付
き
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
水
道
局
か
ら
は
何

よ
り
も
衛
生
的
と
評
価
を
頂
い
て

い
ま
す
。（
節
水
）さ
ら
に『
乾
式
』

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
劣
化
し
に

く
く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
低

く
抑
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
の
設
置
も
可
能
で
す
。

さ
ら
に
助
成
金
（
9
0
0
0
円
／

㎡
）
の
範
囲
内
で
設
置
が
出
来
る

と
い
う
（
条
件
有
）
事
で
各
種
メ

デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
福
岡
市
の
ス
テ
ッ
プ
事
業
計

画
奨
励
賞
及
び
経
済
産
業
省
の
新

連
携
の
認
定
も
受
け
ま
し
た
。

同
友
会
で
の
学
び

　

同
社
は
昭
和
28
年
父
親
の
花
田

正
巳
さ
ん
が
花
田
工
務
店
と
し
て

設
立
。
次
男
の
政
彦
さ
ん
が
2
代

目
社
長
に
就
任
し
て
い
ま
す
。
三

男
の
博
道
さ
ん
は
職
人
肌
の
現
社

長
と
共
に
経
営
・
管
理
部
門
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
同
友
会
も
長
男

か
ら
引
き
継
ぎ
。
志
賀
島
セ
ミ

ナ
ー
は
な
ん
と
（
3
兄
弟
で
）
3

回
受
講
で
経
営
指
針
書
作
成
を
学

び
、
今
、
会
社
が
あ
る
の
は
同
友

会
の
お
か
げ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

花
田 

博
道
さ
ん
は
『
同
友
会

活
動
の
原
点
は
こ
こ
に
あ
り
』
と

語
り
ま
す
。

百
聞
は
一
見 

に
如
か
ず

百
見
は
一
考 

に
如
か
ず

百
考
は
一
行 

に
如
か
ず

一
行
を
成
せ
ば
一
光
が
差
し

百
行
を
成
せ
ば
百
連
宝
燈
と
な
る

　

経
営
者
に
と
っ
て
「
成
功
の
反

対
は
？
･
･
･
失
敗
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、
そ
れ
は
･
･
･
何
も
し
な

い
事
で
す
。」

自
立
型
企
業
に
つ
い
て

　

取
材
の
最
後
に
花
田
さ
ん
が
考

え
る
自
立
型
企
業
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
し
た
。「
ほ
ん
と
う
に
お

客
様
が
必
要
と
す
る
質
の
高
い
価

値
あ
る
商
品
･
仕
事
が
提
供
で
き

る
か
、
こ
こ
に
か
か
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。」

　

取
材
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

水道水利用で低コストを実現1
水道管連結型の直圧式では貯水槽やポン
プはいりません。

全自動システム2
災害などによる停電時でも、バッテリー
を内蔵していますので自動的に散水いた
します。

騒音無し3
クレームが多かった流水音や結露による
水漏がありません。

維持管理費削減4

乾式 防災弁ユニットの特長 動作フロー図 単一系統

家族の安眠

日々の安心
住いの安全

3つの「安」を守ります

通常管内には水が入ってませんので配管
寿命半永久的です。
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DOYU
福岡県中小企業家同友会 第 73 回景況調査

（2010 年４月～６月期）

持ち直し感から下降へ。リーマンショック対策の息切れか！

2010年 7月 6日～ 2010年 8月 5日
福岡県中小企業家同友会　全会員企業
メールおよび FAXの方法による自計記入
535社の回答（回答率　25.9％）
（製造業88社、建設業114社、商業流通業79社、サービス業240社　無記入14社）
0～ 10名以下 266社、11名～ 20名以下　124社　21名～ 50名以下　83社
51名～ 100名以下 35社 ,　101名以上　21社　無記入6社
福岡地区　366社、北九州地区60社、筑豊地区38社、県南地区55社、県外13社　無記入3社

分析会議の内容
　8月 5日（金曜）午後 6時より第 73回景況調査分析会議を開催。会
外からは九州大学より塩次教授、九州経済産業局の篠原調査役が参加。
今回は県商工部からも中小企業経営金融課の前田主任主事が参加。この
日は篠原調査役の 4月～ 6月の九州経済現状と見通しの報告後、同友会
会員でマーケティングリサーチ等を手がけている (株 ) ジーコム村上社
長も参加し、この間の消費者動向・意識調査について報告。それらを踏
まえ第 73回景況調査報告内容を確認し、分析を行った。

　主な業界の様子としては、製造業ではリーマンショック以前から比べ
ると全体で 2～ 3割落ちていて今だ回複しきっていない状況。建設業で
も業況は良くない。関東ではマンションが売れ出し、スーパーゼネコン
は良くなっているようだが福岡に来るのは 1年先か 2年先か？リーマン
ショックの影響から職人不足も聞かれる。また、人口が減って家を立て
る人が減る。しかし業者は多いので老舗も倒れるという事態。早期対策
が必要。
　リーマンショックからの回復傾向が一息ついたという感じ。これまで
はセーフティネットで凌いだが今後が問題。景気の「踊り場」を過ぎた
ら「息切れ」の予感。資金や仕事面で「ゆり戻し」の不安感さえある。
全体的に見て内需のけん引役がいない。リーダーシップが見えないとま
とめた。

福岡同友会73回景況調査
□全体
・今回回答数が前回に比べ 103 件の伸び。業種別では対個人サービス業
の回答が増加。
・73回▲ 38.2（71回▲ 44.8 → 72回▲ 30.3）　
前回 72回でやや回復傾向を見せたものの、73回では再び景況感は悪化。

□対前年売上高ＤＩ
・売上DI は前回 12 ポイント改善だったが、今回は 1.8 ポイント改善。
▲ 16.4 となっている（前回▲ 18.2）
・対前年利益ＤＩは前回▲ 24.0 から▲ 26.8 へ悪化
・対直近新規受注　前回▲ 6.6 から▲ 14.2 へ。「やや増加」企業が減少
し「ほぼ横ばい」企業が増加。

□次期景気予想　
・二期連続して改善してきた「次期景況予測」はさらに改善し▲３。「よ
くなる」がわずかではあるが「悪くなる」よりも多くなっており、景気
がよくなる「期待感」が表れている。（前回▲ 15.2）

□業種別
・製造業（生産財）についてはDI 値は改善している。その一方で同じ製
造業（消費財）業種としてはかなり悪化している。
・建設業（建築）では業種としては改善している。その一方で、建設業（土
木）業種としてはかなり悪化している。また、建設業（設備）ではわず
かながら改善している。
・商業・流通業では「非常によい」企業が出現し「よい」企業も増加したが、
「悪い」企業が増加し業種全体としてはやや悪化。
・サービス業（対事業所）ではわずかに悪化している。サービス業（対個人）
は「よい」企業が半減し、「悪い」企業も増加したため、業種としては
かなり悪化。

・業種的に景況感が悪いのは製造業（消費財）であり、売上・利益・受
注ＤＩともに大幅マイナス。

□従業員規模別
・「６～ 10名」「11～ 20名」以外はDI 値は悪化。とくに前回 (72 回 )
では DI 値が「０」であった「100 名以上」では「非常によい」「よい」
とする企業がともに大幅減少、「悪い」と回答する企業が増加したため
に景況感が悪化。「31～ 50名」規模の企業も同様な傾向にある。

□地区別
・北九州地域のDI 値が他の地区に比べて大幅に悪い数値を示した。

□経営上の問題点
・経営上の問題点では依然として「同業者間の価格競争激化」と「民間
需要の停滞」。割合は少ないが「新規参入の増加」が前回よりも増えて
いる。

□その他の調査（オプション調査項目）
①宮崎口蹄疫の影響　
・宮崎で発生した口蹄疫病の影響については多く企業 (79.4%) が「影響
はない」と回答しているが、「直接影響があり」（1.4%）７企業（建設業
の建築・土木）以外６業種。
・「間接影響あり」（3.9%）19 企業、製造業（生産財）建設業（土木）
を除く６業種。
・「今後の影響が懸念される」は 19.5%（75 企業全業種）と何らかの影
響があると考えている。
②菅政権への期待や要望
・菅政権への期待や要望については、「景気回復」を望む声が一番多かった。
③新規社員の採用、社員の給与の状況
・今年 4月の新規社員の採用状況について、「採用した」と回答する企業
は 31％（166企業）
・採用しなかった企業は 66％。
・社員の給与の状況については給与改定を行った企業のうち定期昇給の
みが 20.9%、ベースアップを含めて改定を行った企業は 14,8%。
・景況感が「非常によい」企業が採用や給与のベースアップを行うこと
は理解が出来るが、「非常に悪い」でも社員の採用や給与のベースアッ
プを行うなど将来に備えて頑張っている企業も多い。
③夏の賞与
・夏の賞与の支給予定（調査時点）では「従来通り支給する」企業が
31.8%、「減額するが支給する」は 20.2%となっている。
・今年の夏の賞与を支給する企業は併せて半数をわずかに超える。
・支給基準については「２ヶ月以上」支給する企業は 9.7%、［1.5 ～ 2ヶ
月程度］が 20.9%、「1ヶ月～ 1.5 ヶ月」が 35.4%と最も多い。

□分析会議 議長コメント
・「大企業の工場の海外移転が加速化しており、失業者の増加、可処分所
得の減少など内需に期待できません。先行き予断を許せない状況になる
のではないかと予測しております。なお一層厳しく経営にあたり、皆で
イノベーションを起こす努力をしましょう！」

結果レポート

調 査 時
対 象 企 業
調査の方法
回答企業数

企 業 規 模

企業の所在地

（従業員数）

調査
要領
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
出
現
に
よ
っ
て
、ビ

ジ
ネ
ス
の
世
界
で
は
大
き
な
変
革
が
求
め

ら
れ
る
な
か
、私
た
ち
の
生
活
に
密
接
に

関
わ
り
の
あ
る
「
出
版
業
界
」に
も
大
き

な
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。最
近
テ
レ

ビ
な
ど
で
話
題
の
「
電
子
ブ
ッ
ク
」が
そ

れ
で
す
。今
ま
で
の
常
識
で
は
、「
本
＝
紙
」

で
し
た
が
、電
子
ブ
ッ
ク
の
登
場
で
そ
の

概
念
が
根
底
か
ら
覆
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、そ
の
変
革
の
波
に
真
正
面
か

ら
挑
ん
で
い
る
の
が
、梓
書
院
の
田
村
志

朗
氏
。福
岡
に
は
多
く
の
地
場
出
版
社
が

あ
り
ま
す
が
、電
子
ブ
ッ
ク
の
可
能
性
を

感
じ
た
田
村
氏
は
、他
社
に
先
ん
じ
て
電

子
ブ
ッ
ク
作
成
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、全
社

を
あ
げ
て
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

同
業
他
社
の
な
か
に
は
電
子
ブ
ッ
ク
を

「
敵
」と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、田
村
氏
の
考
え
は
真
逆
。例
え
ば
、出

版
物
を
印
刷
す
る
前
に
電
子
ブ
ッ
ク
で
市

場
の
反
応
を
見
て
印
刷
部
数
を
決
定
し

た
り
、企
業
の
会
社
案
内
を
印
刷
と
同
時

に
電
子
ブ
ッ
ク
化
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
と
、早
く

も
電
子
ブ
ッ
ク
の
可
能
性
を
見
い
だ
し
始

め
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ち
な
み
に
、電
子
ブ
ッ
ク
は
単
な
る
読

書
だ
け
で
な
く
、ペ
ー
ジ
上
に
マ
ー
カ
ー

を
引
い
た
り
、文
字
を
書
き
込
ん
だ
り
、付

箋
紙
を
付
け
る
機
能
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、言
葉
や
文
章
を
検
索
す
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
、調
査
や
論
文
作
成
な
ど
に

は
高
い
利
便
性
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、梓
書
院
で
作
成
さ
れ
た
電

子
ブ
ッ
ク
は
、最
近
話
題
の
i
P
a
d
で
の

閲
覧
も
可
能
。い
つ
の
日
か
、本
場
ア
メ
リ

カ
の
高
い
技
術
レ
ベ
ル
に
到
達
す
る
こ
と

を
夢
見
て
、開
発
・
研
究
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、梓
書
院
で
は
定
期
的
に
「
出
版

セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
て
お
り
、出
版
を
夢

見
る
人
々
を
徹
底
サ
ポ
ー
ト
。形
態
は
、商

業
出
版
と
自
費
出
版
の
２
つ
の
方
法
が
あ

り
ま
す
が
、書
籍
と
電
子
ブ
ッ
ク
の
同
時

リ
リ
ー
ス
が
で
き
る
出
版
社
と
し
て
今
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、中
小
企
業

（
経
営
者
）の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
お
い
て
も
、

「
出
版
」は
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
ま

す
。広
告
塔
と
な
る
べ
き
経
営
者
が
書
籍

出
版
を
果
た
す
こ
と
で
、消
費
者
か
ら
の

絶
大
な
信
頼
感
と
大
き
な
営
業
力
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

電
子
ブ
ッ
ク
市
場
は
ま
だ
黎
明
期
。ま

す
ま
す
進
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
電
子

の
世
界
で
、田
村
氏
は
自
ら
そ
の
可
能
性

を
広
げ
て
い
く
こ
と
に
挑
み
続
け
て
い
ま

す
。

　
「
紙
で
あ
れ
、電
子
で
あ
れ
、一
番
大
事

な
こ
と
は
、版
を
作
る
側
で
あ
る
【
出
版

社
が
出
版
社
で
あ
り
続
け
る
た
め
】に
、何

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
点

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
こ
に
挑
ん
で

い
く
の
が
私
た
ち
の
役
目
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
」田
村
氏
の
目
に
は
、仕
事
に
対
す

る
使
命
感
と
と
も
に
、未
知
の
も
の
に
挑

む
少
年
の
よ
う
な
輝
き
が
あ
り
ま
し
た
。

株
式
会
社 

梓あ
ず
さ

書し
ょ

院い
ん

田た

村む
ら　

志し

朗ろ
う

氏

福
友
支
部

http://w
w
w
.azusashoin.com

電
子
ブ
ッ
ク
の
登
場
で

出
版
業
界
に
も
変
革
の
時 代

表
取
締
役
社
長

E
-m
ail:shiro@

azusashoin.com

corporate data

その可能性に期待がかかる電子ブック

電子ブックの可能性に挑む！ 
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高
たか

尾
お

 英
ひで

正
まさ

代表取締役

福博支部の永野さまと20 年ぶりにお会いしたことが
きっかけで入会させていただきました。20 年間携わった
人材採用・教育事業を中心に、就職・転職支援・メンタル
ヘルス事業も手掛けております。「中小企業はいい人材が
採れない」と言われますが、ここはプランニング次第で課
題解決できます。多くの会に参加しはじめて"学ぶことの
大切さ" を感じ、社名のように" 成長" できればと思って
おりますので、ご指導のほど何卒よろしくお願いします。

福博支部

福岡市博多区博多駅前2-9-28
商工会議所ﾋﾞﾙ9F
電　話 092－292－6950 
ＦＡＸ 092－292－6951

人事･教育コンサルティング、
キャリアカウンセリング、広
告の企画･制作

久
きゅうらぎ

良木 太
たい

清
せい

司法書士 東支部

父と共に親子で中央区大名にて司法書士の共同事務所を
しております。東支部の㈱エフ・ティ・シー通信の岩本会
長からお声かけを頂き、東支部に入会させて頂きました。
同友会での出会い・学びを通して、同友会で出会った皆
様と共に私も成長していきたいと思っております。また、
将来の夢であります、事務所の法人化に向けて、一歩一歩
前進してまいりますので、ご助言・ご指導のほど宜しく
お願い致します。

福岡市中央区大名2丁目2－41
電　話　092－714－7627
ＦＡＸ　092－714－5966

久良木司法書士事務所
福岡県内を中心に地元福岡の御
会社・個人様の法律サポート（不
動産の登記手続、会社の登記手
続、各種法人登記手続、簡易裁判
所訴訟代理等）をしております。

　

７
月
８
日
９
日
大
分
県
湯
の
街

別
府
で
行
わ
れ
た
、
第
42
回
定
期

総
会
で
は
、
1
0
0
0
名
を
超
え

る
全
国
か
ら
の
熱
い
参
加
者
が
集

い
、
深
い
討
議
と
交
流
を
重
ね
ま

し
た
。
二
日
に
わ
た
り
深
め
た
全

17
分
科
会
の
中
で
、
私
は
第
５
分

科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
報
告
者

に
愛
知
県
の
㈱
サ
カ
エ
代
表
取
締

役
の
山
本
栄
男
氏
を
迎
え
、
中
同

協
地
球
環
境
委
員
長
の
㈱
リ
バ
イ

ブ
代
表
取
締
役
の
平
沼
辰
雄
氏
の

座
長
（
愛
知
県
）、
㈱
美
装
管
理 

代

表
取
締
役
の
高
野
浩
子
氏
（
大
分

県
）
に
よ
る
室
長
の
進
行
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
報
告
内
容
の
タ
イ

ト
ル
は
『
川
上
（
森
）
か
ら
川
下

（
住
ま
い
）
ま
で
、
資
源
循
環
型
地

域
づ
く
り
と
仕
事
づ
く
り
』《
奥
三

河
木
材
産
直
シ
ス
テ
ム
で
森
を
生

か
す
》
と
し
、
地
球
環
境
問
題
に

も
触
れ
な
が
ら
、
愛
知
県
の
森
を

生
か
し
、
地
域
連
携
と
循
環
型
の

新
し
い
仕
事
づ
く
り
に
繋
げ
る
た

久
留
米
支
部

林は
や
し　

眞し
ん

一い
ち

め
に
と
動
き
出
し
た
が
、
仲
間
の

は
ず
の
木
材
業
界
が
一
番
の
壁
と

な
っ
た
こ
と
、
各
業
種
は
総
論
賛

成
だ
が
各
論
と
な
れ
ば
尻
込
み
す

る
な
ど
、
大
き
な
障
害
が
・
・
・

こ
れ
ま
で
の
業
界
や
行
政
だ
よ
り

で
は
ダ
メ
！
と
「
奥
三
河
木
材
産

直
流
通
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
事
業
」

と
し
て
特
区
を
つ
く
り
動
き
始
め

た
。
す
る
と
・
・
個
人
が
変
わ
り
、

周
囲
が
変
わ
り
、
町
が
変
わ
り
、

行
政
も
動
き
出
し
た
。
こ
の
分
科

会
で
は
、
発
表
者
と
い
う
学
び
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
分
科
会

は
、
そ
の
ま
ま
10
月
26
日
の
経
営

者
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
第
11
分
科
会
で

甦
り
ま
す
。
同
じ
報
告
者
、
同
じ

座
長
で
更
な
る
深
い
報
告
と
座
長

の
明
確
な
方
向
性
に
よ
り
、
熱
く

盛
り
上
が
り
実
り
あ
る
学
び
へ
と

繋
が
る
事
で
し
ょ
う
。

　

二
日
目
は
、
昨
年
４
月
か
ら
取

組
が
始
ま
っ
た 

同
友
エ
コ
の
活
動

報
告
が
あ
り
、
全
国
か
ら
１
９
１

7
/
8
木
―
9
金
に
参
加
し
て

支
部
長

地
球
環
境
問
題
委
員
会
メ
ン
バ
ー

ま
る
は
油
脂
化
学
㈱

中
同
協
第
42
回
定
時
総
会
大
分

社
の
応
募
が
あ
り
、
初
め
て
取
り

組
む
企
業
を
Ａ
企
業
部
門
、
こ
れ

ま
で
既
に
エ
コ
活
動
に
取
組
ん
で

い
る
企
業
を
Ｂ
企
業
部
門
と
し
、

１
５
９
社
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
総
量
が

１
，
６
８
２
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
中
同
協
会
長
賞
、
地

球
環
境
委
員
長
賞
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
貢

献
賞
、
同
友
会
事
務
局
モ
デ
ル
賞

な
ど
様
々
の
表
彰
が
あ
り
ま
し
た
。

因
み
に
弊
社
は
、
エ
コ
仕
事
づ
く

り
・
環
境
経
営
賞
と
Ｃ
Ｏ
２
削
減
貢

献
賞
を
頂
き
、
経
営
方
針
と
業
務

内
容
に
対
し
、
励
ま
し
と
勇
気
を

頂
い
た
も
の
と
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
し
た
。

　

８
日
の
交
流
会
で
は
、
県
ご
と

に
テ
ー
ブ
ル
が
用
意
さ
れ
、
お
互

い
の
実
り
に
乾
杯
！
そ
し
て
そ
れ

ぞ
れ
知
り
合
い
の
会
員
紹
介
、
名

刺
交
換
な
ど
、
食
べ
る
暇
も
な
い

ほ
ど
に
飲
ん
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
に
楽
し
み
に
し
て

い
た
関
サ
バ
、
関
ア
ジ
を
食
べ
そ

こ
な
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
全
国
行
事
は
、
元
気

の
あ
る
経
営
者
が
集
う
と
こ
ろ
で

す
。
参
加
す
る
と
必
ず
発
見
、
気

づ
き
が
あ
り
、
勇
気
を
貰
え
ま

す
。
し
か
し
参
加
す
る
と
い
う
壁

の
厚
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
何
か
全
国
行
事
に
参
加
す
る

仕
組
み
仕
掛
け
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

新入
会員
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18
第1部 新規事業の創出 林業体験を通して
第2部 地域おこし、町おこし 経営者としてできること
■なみの高原やすらぎ交流館
　阿蘇市波野大字小地野663-1
■第１部 13：00～
　第２部 17：30～
■報告者　やすらぎ交流館　館長 望月 克哉氏

13:00―19日朝解散 玄海支部9月例会土

企業連携推進委員会
ＦＡＳＴ9月例会28

これからの企業連携のあり方
～このままであなたは生き残れますか？～
■福岡県中小企業振興センター ３０２号会議室
　福岡市博多区吉塚本町9-15
■段谷 陽一郎氏　中小企業基盤整備機構九州支社
　新連携推進課　プロジェクトマネージャー
ACTION REPORT No5
■原 嘉法氏　有限会社味嘉
　代表取締役（ひびき支部）

18:30―21:00火

21
不況のせいにするな！ヒントはあなたの足元に！
～同友会で学び、仲間と共に生み出した新商品～
■天神ビル11F９号会議室
　福岡市中央区天神2-12- １　0120-323-920
■樋口 康治氏　株式会社アイル
  代表取締役（筑紫支部）
■今回の支部例会では、株式会社アイル　代表取締役　樋口康
治氏（福岡地区副会長　筑紫支部所属）の経営体験から学び
ます。自社の解決しなければならない課題を明確にし、その
課題の解決策を見いだすことが出来るようなヒントを得られ
ればと思います。

18:30―21:00 博多支部９月例会火

10/4
■福岡県中小企業振興センター401会議室
　福岡市博多区吉塚本町9-15
■グループ討議は何のために行うのか、グループ長の役割とは、
グループ討論発表者の役割とは、座長の役割とは、どうやっ
て行うのか等について、学び合います。特にグループ長の役
割はとても重要です。限られた時間の中で密度の濃い討議に
できるか否か、グループ長の仕事にかかっています。報告者
も参加者も学べるのが同友会の例会です。明日から頑張って
いこうと勇気付けられる例会をめざしていきます。

18:30―21:00月 福岡地区
グループ長研修会

同友会事務局　本部 ℡092-686-1234
北九州地区センター ℡093-551-3111
* ID、PWをお忘れの方は事務局までお問い合わせ下さい。

お申込み、お問い合せは、e.doyu
もしくは、同友会事務局までお願いします

e.doyuアドレス▼
http://e.doyu.jp/fukuoka/
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■福岡県中小企業振興センター５F　501会議室
　福岡市博多区吉塚本町9-15
■同友会の歴史と理念、経営指針の重要性など、新会員向けの
同友会活動をわかりやすく説明する導入セミナーです。

13:00―18:30 新会員フォローアップセミナー土

16
一枚岩のチーム作り
■ＩＰホテル福岡
　　福岡市博多区中洲5-2-18　092-262-2009
■小島 隆志氏　税理士法人小島総合会計
　代表社員（福友支部）
■強靭な組織を運営し、さらに事業を拡大していく為には、リー
ダーの掲げる企業理念に深く共鳴するチーム作りが不可欠で
す。理念が空回りせず、目標に向かって一緒に歩んで行く一
枚岩のチームは、どの様にすれば形作ることができるのかを
学びます。

18:30―21:00 福友支部９月例会木

16
大橋の居酒屋から生まれた自然薯ドレッシング
大反響！（夫婦連携から企業連携）
■福岡県中小企業振興センター 301
　福岡市博多区吉塚本町9-15
■崎田 正司氏　有限会社野菜王国　代表取締役 （南支部）
　崎田 光子氏 
■同友会での学びだけでなく、色々な人の強力を得て商品開発
を行った経緯と仲間・家族の協力に対する思いを報告しても
らいます。また、今回は崎田さんと一緒に頑張ってきた奥さ
んにも、商品開発から販売までの様子を別の角度から報告し
てもらいます。

18:20―21:00 南支部９月例会木

21
お客様の心をつかめ
～サービス業の心を持った商品づくり～
■コンシェルジュクラブ
　久留米市六ツ門町20-18　0942-80-4018
■岡田 義広氏　クロボー製菓株式会社
　代表取締役（久留米支部）
■筑後地方の伝統的なお菓子である黒棒を製造販売しているク
ロボー製菓㈱、代表取締役の岡田義広氏（久留米支部：経営
ブロック長）に、先を読む難しい時代に自己や自社を問いつ
つ、人財を育てながら社員と共に伝統ある会社を守り、お客
さまの心をつかむために、企業変革し、未来につないで行く、
岡田社長の人柄と経営哲学を盛り込んだ必聴必見の話です。

18:30―21:00 久留米支部９月例会火

27
経営指針書作成までの経緯とその後
■福喜寿司
　大川市大字榎津834 ｰ 1　0944-86-5062
■下川 雄二氏　株式会社三和木品工業
　代表取締役社長（有明支部）
■同友会が進めている経営指針書を作成され、発表会まで開か
れている下川氏に報告していただき、今後の会員の経営指針
書作成の参考にしていただきます。

18:30―21:00 有明支部９月例会月

企業変革支援プログラム勉強会
■福岡県中小企業振興センター会議室
　福岡市博多区吉塚本町9-15

30 18:30―21:00木 経営指針推進本部

27
社員が安心して働ける同友会らしい就業規則を作
成し、実行しよう
■都久志会館601会議室
　福岡市中央区天神4-8-10
■伴　啓介氏　バン事務所
　所長（玄海支部）

18:30―21:00 経営労働委員会
就業規則作成セミナー月

大牟田支部9月例会21
社員共育（仮）
■グランドホテル清風荘
　大牟田市原山町2-4　0944-56-1212
■金川 俊一氏　株式会社ビッグロード
　代表取締役（東支部）

19:00―21:00火
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15
中小企業憲章を学ぼう
～これからの中小企業経営の真髄に迫る～
■ことぶきかいかん
　飯塚市片島1-7-62
■中山 英敬氏　株式会社ヒューマンライフ
　代表取締役（南支部）
■6月ついに閣議決定し、公のものとなった中小企業憲章。その
普及活動ということでは、これからが本当の意味でスタート
ともいえます。今回、合同例会という形で筑豊地区の会員の皆
様にも中小企業憲章とは何かご理解していただくとともに、
普及のために私たちがこれから何をすべきかを学びたいと思
います。

18:30―21:00 筑豊支部・嘉飯支部
９月合同例会水

15
実録！中洲事情 !! 生き残りを賭けて…
～経営戦略を語り、自社での実践に生かそう！～
■天神テルラホール
　福岡市中央区渡辺通5-25-18
■佐々木 秀美氏、上間 聡氏、橋本 久志氏
■厳しい不況の中、中洲で生き残る為のそれぞれの経営戦略を
パネルディスカッション形式で語ってもらいます。

19:00―21:00 青年支部9月例会水

お知り合いの方を誘って、是非ご参加下さい

9月行事案内

15
人を元気にする会社の秘密
～みんなで幸せになろう！～
■ホテルレガロ福岡
　福岡市博多区千代1-20-31　092-651-7611
■金川 俊一氏　株式会社ビッグロード
　代表取締役（東支部）
■あすなろ塾や経営指針作成セミナーをサポートする上で気づ
いた、理想の企業創りを目指すためのポイントを紹介。理想の
企業創りを目指す上で、経営理念や経営指針書がいかに有効
な武器になるかを金川氏の体験談を通して学ぶ。

18:00―21:00 東支部・かすや支部
９月合同例会水

15
新事業のヒントは、お客様の中にあり
■ＩＰホテル福岡
　福岡市博多区中洲5-2-18　092-262-2009
■小串 広己氏　有限会社ホワイトベース
　代表取締役（福博支部）
■企業を成長、あるいは存続させるためには、現在の事業を安定
化させるだけではなく、時代やお客様の変化に応じて、新しい
形態のサービスの開発や、新事業の立ち上げを行っていくこ
とが必要です。また、その仕事はまさに経営者にしかできない
重要な仕事であります。今回のテーマは、その新しい事業や商
品を考えるときに、お客様の中にそのヒントがあるという事
例について報告していただく。

18:00―20:30 福博支部９月例会水

15
同友会会員間での経済交流のきっかけづくり
～あの会社、何をしてる会社かな？～
■クラウンパレス北九州
　北九州市八幡西区東曲里町3-1　093-631-7710
■９月の例会は、会員同士がお互いに何をしているかをもっと
知り合い、ビジネス交流がもっと活発になるような例会にし
ようと企画しました。「あの人、顔は知ってるけど、何してる会
社？」こんなふうに言われないためにも、ぜひご参加下さい！

18:30―21:00 北九州支部９月例会水

15
ビジネス交流秋まつり
■ＩＰホテル福岡
　福岡市博多区中洲5-2-18　092-262-2009
■中央支部では、今年もビジネス交流秋まつり（仮称）と銘打っ
て展示会を開催致します。昨年は中央支部会員のみの出展で
したが、今年は他支部の方も大歓迎です！一般の方もご入場
いただき幅広く交流＆ビジネスチャンスをつなぐ展示会にし
たいと思います。

　入場無料　出展料　テーブル1/2　2000円
　　　　　　　　　　1テーブル　　4000円

15:00―18:00 中央支部９月例会水

16
地域に生きる製造業のお客様は誰か
～技術と連携をキーワードに自立型企業をめざす～
■ニューハートピア
　北九州市八幡西区岡田町10-10　093-645-0012
■御手洗　秀樹氏　有限会社九州電機精機
　代表取締役（ひびき支部）
■おじの経営を引き継いで8年、先代から引き継いだ技術と機
械装置を核にして有名金属メーカーなどの取引を拡大してき
たが、リーマンショックで受注額は6割に激減。縮小する市
場なかでこれからの展望をしっかり確立しなければという焦
りに似た気持ちがあふれる。新しい機能、新しい市場は何か、
そこに接近するキーワードは？本業の棚卸から差別化へ、お
客様は誰か？日立などの金属メーカー依存で将来は？産学連
携、企業連携、アジア市場、中小企業と価格決定権などなど。
同友会の仲間の知恵ももらいながら「21世紀・自立型企業」
への道を開きたいとの思いを語っていただきます。

18:30―21:00 ひびき支部9月例会木

16
あなたの「あきない」は？～商売から勝売へ～
■一品香　雑餉隈店２Fホール
　福岡市博多区竹丘町2-3-9
■当日は、和やかな雰囲気の中、オリジナリティ溢れる手法で
PRし合う事でお互いを理解するとともに多くの出会いの場と
もなることでしょう。皆様にとって出会いと良きビジネス交流
の場になる貴重な時間となるよう盛り上げていきまっしょい !!

18:30―21:00 筑紫支部・西支部
９月合同例会木

11
楽しく、真剣にやろう！現状打破！
求めるものをつかみ取れ！
■KMMビル4階
　小倉北区浅野2-14-1
■山田 茂氏　株式会社山田製作所
　代表取締役（大東支部支部長、09年経営労働問題全国交流会実行委員長）
■日本の経済を良くしていくには、地方経済（地域経済）が活性
化していかないとダメです。その地域経済を担っているのは、
地元の中小企業・・そのことを、北九州の同友会役員と一緒に
考えていきたい！と、熱く語られます。良い会社をつくるた
め、いい経営者になるため、挑戦あるのみ!!

　（北九州地区秋期役員研修会ですが、他地区・一般の会員さん
も是非ご参加下さい!!）

9:30受付開始
10:00―18:00

北九州地区勉強会
報告が2回あります土
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当
社
は
本
年
一
月
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

将
来
の
人
口
減
少
に
よ
る
労
働
力
不
足
に
備
え
て
、産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
を

中
小
企
業
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
５
月
よ
り
月
１
回
の
ロ
ボ
ッ
ト
教
室
を

開
い
て
い
ま
す
。「
高
価
だ
か
ら
買
え
な
い
」「
操
作
が
難
し
い
」と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
を
取
り
払
い
新
た
な
労
働
力
と
し
て
採
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
実

際
に
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
地
域
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
え
る
人
材
を
育
て
た
上
で
わ
が
社
で
各

企
業
の
需
要
を
把
握
し
、ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
の
提
案
を
し
て
い
き
な
が
ら
部

門
の
組
織
化
に
取
り
組
み
３
年
後
に
は
わ
が
社
の
柱
に
な
る
べ
く
知
識
修

得
と
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
事
業
部

代
表
取
締
役
社
長

北
九
州
支
部

中な
か

村む
ら　

大ひ
ろ

志し

株
式
会
社 

紀
之
国
屋

ロ
ボ
ッ
ト
を

労
働
力
と
し
て
導
入

自社サービス．

株式会社 紀之国屋
会社住所　直方市大字頓野字三本松970
電　　話　0949-26-1313
http://www.kinokuni-ya.ne.jp
会社概要：機械器具工具販売。省力機器設計製作。
　　　　　金属加工、情報機器携帯電話、
設立：1977年8月10日
社員数：41名　パート数：1名

新
規
事
業

企業の ア タ ラ

シ イ

　

昭
和
47
年
７
月
に
入
会
（
会
員
番
号

1
5
0
）し
、38
年
間
お
世
話
に
な
り
84
歳
に

も
な
っ
て
そ
ろ
そ
ろ
仕
事
か
ら
も
遠
ざ
か
る

よ
う
に
な
り
退
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

大
し
た
功
績
も
残
さ
ず
に
福
岡
県
中
小
企

業
家
同
友
会
２
１
０
０
名
の
中
で
九
人
目
の

名
誉
会
員
に
推
挙
し
て
頂
き
大
変
有
難
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

思
え
ば
昭
和
40
年
代
は
流
通
革
命
と
技
術

革
新
の
時
代
で
あ
り
、田
中
首
相
が
日
本
列
島

改
造
論
を
ぶ
ち
上
げ
、行
け
行
け
ど
ん
ど
ん
の

掛
け
声
勇
ま
し
く
G
N
P
が
毎
年
10
％
を
越

え
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
と
囃
し

立
て
ら
れ
て
日
の
出
の
勢
い
で
あ
り
ま
し
た
。

　

私
が
創
業
し
ま
し
た
オ
オ
モ
リ
総
建
（
当

時
は
大
森
建
装
）も
毎
年
二
割
三
割
と
業
績
が

向
上
し
、社
員
も
そ
れ
に
伴
っ
て
増
員
し
て

２
５
０
人
に
も
な
り
組
織
改
革
と
社
員
教
育

に
追
わ
れ
て
目
ま
ぐ
る
し
い
日
々
で
あ
っ
た

事
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
同
友
会
に
入
会
を
勧
め
ら
れ
た

の
で
し
た
。入
会
し
て
見
る
と
幹
部
に
は
共
産

党
や
左
派
の
方
々
が
か
な
り
居
ら
れ
て
選
挙

に
は
左
派
勢
力
の
推
薦
が
あ
っ
て
お
り
ま
し

た
。私
は
保
守
派
の
方
で
し
た
か
ら
ビ
ッ
ク
リ

し
て
暫
く
距
離
を
置
い
て
つ
き
合
っ
て
い
ま

し
た
。数
年
し
て
選
挙
や
政
治
に
関
わ
ら
な
い

名
誉
会
員
の
称
号
を
頂
い
て博

多
支
部

大お
お

森も
り　

奨す
す
む　

会
へ
と
舵
を
切
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す

が
、私
は
政
治
を
動
か
さ
な
い
と
環
境
は
良
く

な
ら
な
い
と
今
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

入
会
し
て
よ
か
っ
た
事
は
常
に
新
し
い
や

り
方
の
刺
激
を
う
け
、特
に
パ
ソ
コ
ン
や
メ
ー

ル
の
使
い
方
を
習
得
し
、よ
い
友
達
が
出
来
た

こ
と
が
一
番
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。人
の
運
命
は

誰
と
付
き
合
っ
た
か
で
決
め
ら
れ
て
行
き
ま

す
か
ら
。

　

同
友
会
の
経
営
者
の
三
つ
の
目
的
の
一
つ

で
あ
る
良
い
環
境
を
つ
く
る
と
云
う
事
は
政

治
を
動
か
せ
ば
も
っ
と
楽
な
経
営
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

党
利
党
略
で
10
年
に
10
人
、今
は
１
年
に
３

人
も
総
理
大
臣
が
交
代
す
る
よ
う
で
は
情
け

な
い
限
り
で
す
が
そ
れ
な
ら
ば
尚
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

金
融
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
よ
う
に
中
小
企
業

省
を
つ
く
る
運
動
な
ど
出
来
な
い
か
な
と
。

　

当
時
㈱
キ
ュ
ー
サ
イ
の
長
谷
川
社
長
が
卵

焼
き
や
製
菓
業
に
、㈱
や
ず
や
の
矢
頭
社
長
が

イ
ベ
ン
ト
業
に
励
ん
で
お
ら
れ
私
の
長
男
の

結
婚
式
の
イ
ベ
ン
ト
を
担
当
し
て
貰
っ
た
事

で
し
た
が
、今
や
健
康
産
業
の
超
一
流
の
企
業

と
し
て
同
友
会
か
ら
成
功
し
て
行
か
れ
た
よ

う
に
、大
い
に
努
力
し
て
一
人
で
も
多
く
成
功

さ
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

新規事業．

形
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□開会あいさつ（福田代表理事）
本日は台風が接近する中での理事会となりまし
た。外の風は強くても、理事会では余り大きな
風が吹かないで、内容の深い討議をお願いし
たい。

審議事項
（1）未来展望プロジェクト最終報告と審議（福
田代表理事・中山・阿比留・田浦・伊藤（裕））
＜提起＞
・福田代表理事より、2004 年ビジョン～機
構改革特別委員会（2005 年度）～機構改革
検証特別委員会（2007年度）～2009ビジ
ョン（2008 年度）～活動の見直しと財政健
全化プロジェクト（2009 年）～未来展望プ
ロジェクト（2010 年度）にいたる経過の報告
と、未来展望プロジェクトの目的や進め方、こ
の間の会議の開催について整理をした報告が
ありました。8月と9月の理事会で結論を出す
ことを確認し、プロジェクトの解散とその後の
課題は理事会にて検討することとし、その上で
各チームより提起を行いました。
・「支部予算の基本的な考え方および独自性の
検討」について中山リーダーより提起がありま
した。
・「支部繰越金の取り扱い」について、阿比留
リーダーより提起がありました。
・「組織のあり方」について、田浦リーダーより
提起がありました。また、「役員づくり」につ
いては今回のプロジェクトでは討議しきれなか
ったので、今後の継続検討課題とすることとし
ました。
・「ビジョンにもとづく新たな運動・活動づくり」
について、伊藤裕一リーダー代行より提起があ
りました。
＜討議＞
・「支部予算の基本的な考え方および独自性の
検討」については、以下の点が討議になりまし
た。
①支部予算が赤字の場合の補填を、どの科目
で行うのか。
②独自性と主体性の考え方について
③支部会計の決算をどこで行うのか。
④支部を超えた活動のなかで、「フレンドシッ
プフェスティバル」の取り扱い。
⑤申請型予算に変更するところをもっと分かり
易く。
・「支部繰越金の取り扱い」については、以下
の点が討議になりました。
①支部の名前をつけてそのまま残す、とした場
合、支部で使えるのかどうか。
②同友会理念に沿った考え方で有効な使い道、
とあるが、どこで、だれがどのような方法で使
い方を決めるのか明らかにする必要がある。
・「組織のあり方」について、は以下の点が討
議になりました。
①理事会の構成において、支部長が出席する
かどうか討議が集中。
②地区会機能の「支援および統括」について。

＜確認＞
・ビジョンにもとづく新たな運動、活動づくり
については次回理事会で討議する事としまし
た。
・上記討議点を確認し、継続して 9月理事会
にて審議することとしました。

（2）入会・退会等審議（事務局長）
・入会 25 名、退会15 名、除籍1名を承認
・移籍 4 名を報告（内、入会移籍 2名）
・8月会員数　2,073 名を報告。

（3）2011年度役員選考委員会発足について
（船山委員長）
今回推薦された
・室長委員長より３名（正副代表理事会推薦）
・福岡地区より３名
・北九州地区より２名
・筑豊地区より２名
・県南地区より２名
と、委員長、副委員長（２名）の合計15 名と
事務局が名簿に基づき報告され承認されまし
た。
第１回役員選考委員会を、８月25日に開催す
ると報告がありました。

協議事項
（1）会員増強のとりくみについて
　第３回理事会（７月２１日）のグループ討議
をまとめ、以下の点と併せて、次回（９月）理
事会で討議することとしました。
①各地区、支部での増強のとりくみについて
②空白地域での支部づくりの活動報告
③他団体との連携：女性起業家支援セミナー
共同開催と増強のとりくみ
④農業法人へのとりくみの状況
⑤新会員フォローアップセミナーについて

（2）2010 年度活動の推進
①「三つの目的」の唱和の仕方について次回理
事会にて討議。
②役員研修室：第14 期役員研修大学への参
加呼びかけについて
　８月２１日～２２日開催の第１４期役員研修
大学への参加について、従来は支部の役員と
いう呼びかけでしたが、室、委員会の委員にも
呼びかけてほしいと提起がありました。

報告事項
（1）福岡同友会の活動報告
①対外広報部：マスコミ懇談会の開催 ( 村山
副代表理事 )
・９月１日に開催。
②政策金融室：福岡県商工部との懇談会実施、
　第 73 回景況調査分析（中村政策金融室長）
・８月６日の福岡県商工部との懇談会の実施
・２０１０年４月～６月の景況調査分析結果の
報告「持ち直し感から下降へ。リーマンショッ
ク対策の息切れか！」として、「大企業の工場
の海外移転が加速化しており、失業者の増加、

可処分所得の減少など内需に期待できません。
先行き予断を許せない状況になるのではない
かと予測しております。なお一層厳しく経営に
あたり、皆でイノベーションを起こす努力をし
ましょう！」と呼びかけました。
③財政室：第１四半期財務報告。2011年版同
友名鑑広告の呼びかけ ( 鶴田理事 )
・第１四半期財務報告
・2011年版同友名鑑広告の呼びかけ
④委員会活動報告
・女性部委員会
　女性部総会のご案内「今、女性が輝くために」
久賀　きよ江氏（埼玉同友会）（９月2日）
・バリアフリー委員会（三輪委員長）
　バリアフリー勉強会ご案内「社風を変えた一
人の社員」添田　多彦氏（㈲一正塗装工業）
・経営者フォーラム委員会（林田委員長）
　各支部での参加促進について、福博支部の
方式を使ってほしいと要請。
予算書の提示
⑤役員交代（岩本代表理事）
・岩切理事（ビジョン委員長）が会社都合によ
り退会のため、中山副代表理事をビジョン委
員長代行とすることとした、と報告がありまし
た。
（2）全国・中同協活動報告
①中同協関係の報告（福田代表理事）
・第1回全国青年部代表者会議に青年支部よ
り参加いただきたいと要請がありました。
・中小企業ＣＳＲ実態調査アンケートへの協力
を行うことを報告。アンケート回答をお願いし
たいと要請。
（3）対外活動・外部からの要請事項など（事務
局長）
①福岡県商工部「福岡・アジア国際戦略特区推
進会議」への参加要請
　岩本代表理事を会議メンバーとして推薦した
ことを報告。
②「70 歳まで働ける企業創出事業」の進捗状
況
　第1回高年齢者雇用制度普及推進会議の開
催を報告。
　トライアル企業 4 社が確定した事を報告。
（4）会員企業のうごき等（事務局長）
・経営革新支援法認定企業が 2 社、会員企業
が合計 240 社になったと報告。
・会員の新聞記事報道を紹介。

□閉会あいさつ（岩本代表理事）
　外の台風は通り過ぎたようです。本日は大変
熱い討議が行われた。景況調査結果にもあっ
たように、ますます厳しくなると予想している
中、我々はよりスピードアップした判断が、企
業でも同友会でも求められています。
　同友会の認知度はますますアップしてきてい
る中、内部充実ももちろん大事ですが、外に
発信していくことが求められています。
　それは、とりもなおさず同友会理念の実践
であり、「企業づくり」です。理事がリーダーと
なって企業づくりをすすめていきましょう。

2010年度　第4回理事会報告
■日時：２０１０年8月11日（水）14：00～18：00　　■会場：福岡県中小企業振興センター501会議室
■出席：49名（欠席委任29名）出席率62.8％　　　　■議長：村山副代表理事
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